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紹介コメント 

 本書では、地下水コンサルタントとしての著者の長年の実地体験と研究成果に基づき、

アジアとくにモンスーン地域の地下水を取り巻く問題について考察し、保全しつつ将来に

わたり有効に利用するための基本的な政策シナリオが提言されている。目次を見るだけで

もおわかりのとおり、本書がカバーする範囲及び内容は非常に多岐にわたり、各地域の地

下水の概観を知る上でも参考になる図書である。 
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